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               審   査   の   要   旨 
 
著者は、網膜再生を惹起する主要なシグナル系を明らかにするとともに、再生の開始が多段階で厳密
に制御されているとする仮説（多段階式惹起モデル）を初めて提唱し、これまで未知であった成体イモリ
の再生開始メカニズムの理解に大きく貢献した。イモリにおいては、組織・器官が生理的な状態を維持し
ている条件下では、潜在する高い病理的再生（外傷などによって始まる再生）の能力は制限されなければ
ならない。著者が提唱したモデルは、こうした生理状態の維持にも関わる重要なメカニズムである。今
後、様々な組織の再生系において検証・評価されることで、複合組織の自律的再生の基本原理の理解に貢
献するものと期待される。 
平成30年1月30日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験
を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全
員によって合格と判定された。 
よって、著者は博士（理学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
